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Ⅰ 大学の現況及び特徴  

１ 現況  

（１）大学名  山梨県立大学 

（２）所在地  山梨県甲府市 

（３）学部等の構成 

   学部：国際政策学部、人間福祉学部、看護学部 

   研究科：看護学研究科 

   関連施設： 

(学部附属施設) 

看護学部附属看護実践開発研究センター 

(学内共同教育研究施設) 

     図書館(県立大学図書館、県立大学看護図書館) 

地域研究交流センター、キャリアサポートセンター、 

保健センター 

（４）学生数及び教員数（平成23年５月１日現在） 

     学生数：学部 1,141人、大学院 28人 

     専任教員数：108人、助手数：２人 

２ 特徴 

（１）山梨県立大学の歴史的発展： 

本学は、平成17年４月に、国際政策学部、人間福祉

学部、看護学部の３学部と大学院看護学研究科から組

織する山梨県立大学として設置された。看護学部と看

護学研究科の前身である山梨県立看護大学は、昭和28

年４月、山梨県立高等看護学院として開校し、平成７

年４月に山梨県立看護短期大学へ転換、平成10年４月

に大学として開学、その後、平成14年４月に大学院看

護学研究科を併設した。一方、国際政策学部と人間福

祉学部の前身である山梨県立女子短期大学は、昭和41

年４月に国文科、家政科、幼児教育科の３学科をもっ

て設置され、その後、家政科を生活科学科に名称変更

し、新たに国際教養科を増設した。国際政策学部と人

間福祉学部は甲府市飯田(飯田キャンパス)に、看護学

部と看護学研究科はその約2kmに隣接する同市池田(池

田キャンパス)に位置し、両キャンパスで教育研究活

動を展開している。さらに、本学は地域ニ－ズや時代

の変化に対応し、県民の期待に応える個性豊かな魅力

ある大学を目指し、自主・自律性ある大学運営を行う

ために、平成22年４月公立大学法人山梨県立大学とし

て新たにスタートした。 

（２）山梨県立大学の特徴： 

本学は、地域特性や基本理念を踏まえ、社会の実践

的な担い手や指導的な人材の育成、地域連携を重視し、

かつ地域が抱える諸課題への対応や地域貢献の実現を

目指し教育研究活動を推進している。 

また、本学は富士箱根伊豆・南アルプス・秩父多摩

甲斐国立公園、八ヶ岳中信高原国定公園の中央に位置

していることから、山紫水明の自然環境のすべてをキ

ャンパスと考え、大自然の中に身を置いて古今東西の

知を学び、それを現実の社会に適用するための実践力

を養っている。 

本学は３学部１研究科からなる、収容定員1,110人

という小規模大学であることから、その特徴を活かし、

きめ細かな教育を実践している。実学を重視し、専門

職業人の育成を目指す人間福祉学部と看護学部、看護

学研究科では、社会福祉士、幼稚園教諭、看護師、保

健師、専門看護師等の優秀な人材を輩出し、地域の保

健・医療・福祉等に多大な貢献をしている。国際政策

学部では、行政機関、金融機関、優良企業等に人材を

輩出し、未来の実践的担い手として関係者の期待に応

えている。 

また、本学は地域研究交流センターを中心に地域と

の連携や地域貢献事業を活発に行い、県内各地で地域

の課題に即した「県立大学講座」の開催や、学生参加

型の事業展開を行っており、「地域に開かれ地域と向

き合う大学」としての役割を果たしている。 

平成20年度には文部科学省「質の高い大学教育推進

プログラム」に採択され、甲府市の地域包括支援セン

ターを学習フィールドとして、人間福祉学部と看護学

部の学生による専門職の連携教育、「学際統合型専門

職連携教育開発プロジェクト」を展開し、今年度から

両学部のカリキュラムに反映された。更に平成22年度

には、文部科学省の「大学教育・学生支援推進事業」

が採択され、国際政策学部が推進してきた多様な実践

的学習を、「サービス・ラーニング（ＳＬ）」という

共通概念で体系化し、カリキュラムに統合することで、

学生の教育と地域への貢献の両立を目指す「課題型対

応ＳＬによる公立大学新教育モデル」を展開している。 

このように本学は地域（自治体、企業、ＮＰＯ、団

体等）を教育・研究のフィールドとして教育、研究活

動を展開している。
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Ⅱ 目的 

 １.大学の理念 

  本学は、学則第１条(目的)において、「山梨県立大学(以下「本学」という。) は、「グローカルな知の

拠点となる大学」、「未来の実践的な担い手を育てる大学」、「地域に開かれ地域と向き合う大学」たる

ことを希求し、人間と社会に対する学術的研究、豊かな人間性及び専門的な職業能力を備えた人材の育成

並びに地域社会に対する実践的な貢献を通じて、豊かで活力ある社会の発展に寄与することを目的とす

る。」と定めている。 

  

  本学では、このような基本理念を踏まえ、第一期中期目標(平成22～27年度)において、次の３点を基本的

な目標とし教育、研究、社会貢献、組織運営を推進する上での指針としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.大学の教育目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(前文) 

 山梨県立大学は県民の強い期待と支援のもとに成り立つ公立大学として、地域の産業振興や保健医療を含め

た地域福祉、住民の生活・文化の向上など、地域社会の発展に寄与するという大きな使命を有するとともに、

山梨県から日本へ、さらに世界への貢献を目指していくものである。 

 

(基本的な目標) 

Ⅰ 社会の実践的な担い手や指導的な人材の育成 

  更なる教育の質の向上を図り、グローバルな視野で現実をとらえながら、主体的に考え行動できる、社会

の実践的な担い手や指導的な人材を育成し、地域社会に輩出することを目指す。 

 

Ⅱ 地域が抱える諸課題に対する研究と地域貢献 

  全学的な研究水準の向上を図る中で、公立大学としての意義を踏まえた地域の課題や社会の要請に対応し

た特色ある研究を推進するとともに、大学の知的資源や研究成果の社会への還元を積極的に行うことにより

地域の発展に貢献することを目指す。 

 

Ⅲ 自主・自律的な大学運営の推進 

  理事長のリーダーシップのもと、より効果的・機動的な運営組織の構築や柔軟で弾力的な人事制度の整

備、業務の見直しなどによる経営の効率化に積極的に取り組み、自主・自律性を確保した健全な大学運営を

目指す。 

〔学士課程の目的〕 

 人間と社会に対する学術的研究、豊かな人間性及び専門的な職業能力を備えた人材の育成並びに地域社会に

対する実践的な貢献を通じて、豊かで活力ある社会の発展に寄与することを目的とする。 

                               (山梨県立大学学則 第１条抜粋) 

〔大学院課程の目的〕 

 学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究め、学術研究を創造的に推進する優れた研究者並びに高度

で専門的な知識と能力を有する職業人を育成し、豊かで活力ある社会の発展に寄与することを目的とする。 

                               (山梨県立大学大学院学則 第１条抜粋) 
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３.養成しようとする人材像とその具現化方策 

 本学では、教育の成果に関する目標を次のように定め、第一期中期目標・中期計画(平成22～27年度)におい

て、その具体化に向けた教育活動を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.研究に関する目標 

 公立大学としての意義を踏まえた地域の課題や社会の要請に対応した特色ある研究に取り組み、各分野の研究の成

果については、国内外に通用する優れた水準を確保する。研究成果は地域及び国内外に積極的に発信するとともに、

社会に還元する。 

 

５.地域貢献に関する目標 

 地域貢献の窓口である地域研究交流センター等を中心に、大学の持つ人的・物的・知的財産を地域に還元する取り

組みを全学挙げて積極的に推進する。社会人教育の充実、地域との連携、産学官の連携、他大学等との連携、教育現

場との連携を積極的に行い、併せて、地域に優秀な人材を供給する。 

 

 

  

 

  

 

(教育の成果に関する目標) 

〔学士課程〕 

 自主的・総合的に考え判断する能力、豊かな人間性と広い視野、様々な知識を現代社会と関連づけて生き

る力を培う教養教育と、各学部が行う専門的知識と技術を培う専門教育により、地域の創造的な発展を担う

人材を育成する。その一環として、学部ごと必要な到達目標を定め、教育成果の向上を図る。 

 

(１)国際政策学部 

  グロ-バルな視点に立って地域社会の問題を考え、地域の自然、文化、産業を豊かにして地域の活力を作

る人材、アジアをはじめとする世界各国と地域社会をつなぎ、平和で豊かな国際社会の形成に貢献できる

人材を育成する。 

(２)人間福祉学部 

  深い共感的理解、問題解決への知的探究心、協働できる力を持ち、乳幼児から高齢者まで誰もが人間ら

しく、その人らしさを発揮して生き生きと生活できる地域社会、即ち「福祉コミュニティ」づくりに主体

的かつ実践的に貢献できる人材を育成する。 

(３)看護学部 

  人間や社会を看護学的に探究する能力、倫理的な判断と科学的な思考力、専門職業人としての豊かな人

間性を兼ね備え、優れた看護実践により地域に貢献できる人材を育成する。 

 

〔大学院課程〕 

 看護学研究科では、看護学の理論及び応用を教授研究し、健康と福祉の向上に寄与する高度専門職業人、

看護学教育者、看護学研究者を育成する。 
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